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(57)【要約】
【課題】モジュール化された構造を有し、独立して設け
られてもよく、建築物の頂点や敷地内に複数個を組み合
せて設けてもよく、異なる要求に対応することのできる
、モジュール化された太陽エネルギーハウスを提供する
。
【解決手段】モジュール化された太陽エネルギーハウス
は、主体構造上に屋根を設けた組み立て式のハウスと、
前記屋根上に取り外し可能に設けた太陽光電池及び太陽
熱温水器を含む。前記組み立て式のハウスの何れか１つ
の側面は、別の前記モジュール化された太陽エネルギー
ハウスの何れか１つの側面に結合されるように設ける。
【選択図】図１



(2) JP 3163760 U 2010.10.28

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
主体構造と、前記主体構造上に設けられる屋根を有する組み立て式のハウスと、
前記屋根上に取り外し可能に設けられる太陽光電池と太陽熱温水器とを含む、モジュール
化された太陽エネルギーハウスであって、
前記組み立て式のハウスの何れか１つの側面は、別の前記モジュール化された太陽エネル
ギーハウスの何れか１つの側面に結合されるように設けたことを特徴とする、モジュール
化された太陽エネルギーハウス。
【請求項２】
前記組み立て式のハウスは温室であることを特徴とする、請求項１に記載のモジュール化
された太陽エネルギーハウス。
【請求項３】
前記主体構造は、立設した複数の壁が互いに連接されてなり、前記複数の壁は立設した組
み立て式のフレームと、前記複数の組み立て式のフレームに連接される複数の接地壁と、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載のモジュール化された太陽エネルギーハウス。
【請求項４】
前記接地壁は透光性を有し、接地壁の何れか一つは可動式のドアであることを特徴とする
、請求項３に記載のモジュール化された太陽エネルギーハウス。
【請求項５】
前記主体構造は立設した複数の組み立て式フレームを含むことを特徴とする、請求項１に
記載のモジュール化された太陽エネルギーハウス。
【請求項６】
前記屋根は互いに繋がった二つの屋根の斜面を有し、前記斜面は複数の矩形状に並べられ
たフレームを有し、前記太陽光電池と前記太陽熱温水器は前記フレーム上に取り外し可能
に設けられることを特徴とする、請求項１に記載のモジュール化された太陽エネルギーハ
ウス。
【請求項７】
前記太陽光電池と前記太陽熱温水器は左右対称に前記屋根上に設けられることを特徴とす
る、請求項１に記載のモジュール化された太陽エネルギーハウス。
【請求項８】
前記組み立て式ハウス内に設けられ、前記太陽熱温水器を流れた湯を貯蓄するために用い
られる貯湯槽をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のモジュール化された太陽
エネルギーハウス。
【請求項９】
前記屋根は複数個の透光板を含むことを特徴とする、請求項１に記載のモジュール化され
た太陽エネルギーハウス。
【請求項１０】
前記屋根上に設けられる避雷装置をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のモジ
ュール化された太陽エネルギーハウス。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、モジュール化された太陽エネルギーハウスに関し、より詳しくは、モジュー
ル化された構造を有する太陽エネルギーハウスであって、独立して設けられてもよく、建
物の頂点や敷地内に複数個を組み合せて設けてもよい太陽エネルギーハウスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、太陽光電池や太陽熱温水器などにより発電させる方法が幅広く知られている
。
【０００３】
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　比較的高い日射強度を得て、比較的大きい電力を発生させるために、太陽光電池や太陽
熱温水器は通常屋根平面や敷地に傾斜させて設けられ、その下方の空間には固定用フレー
ムが設けられ、上述の太陽光電池や太陽熱温水器が載せられる。しかし、この設置方法で
は太陽光電池や太陽熱温水器の下方空間を別の用途に利用することができない。
【０００４】
　また、異なる地形や面積の土地に設ける場合や、例えば、大きさや形状の異なるバルコ
ニーや家庭の需要量などの異なるニーズに対し、従来技術では、異なる数量の太陽光電池
や太陽熱温水器を設けるために異なる固定用フレームを設ける必要がある。このような設
置方法は融通性に欠ける。
【０００５】
　さらに、通常の太陽光電池や太陽熱温水器は一旦固定用フレーム上に設けられると、そ
の位置に固定されたままにすることが多い。しかしながら、異なる季節では、太陽の日射
強度が異なり、冬場には現存の数量では足りないことがある。そのため、現在の設置方法
では太陽光電池や太陽熱温水器の量を柔軟に調整することが難しい。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように、前述した従来の技術では、設置方法上、太陽光電池や太陽熱温水器の量を
柔軟に調整することが難しいといった問題があった。
【０００７】
　本考案は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本考案は、モジュール化された構造を有し、異なる要求に対応して独立して設けられても
よく、建物の頂点や敷地内に複数個を組み合わせて設けてもよい、モジュール化された太
陽エネルギーハウスを提供することを主目的とする。
また、本考案によれば、提供される電力量、透光量、及び温水の比率に基づき、太陽光電
池や太陽熱温水器の量を柔軟に調整できるモジュール化された太陽エネルギーハウスが提
供される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の目的を達成させるため、本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスを、
主体構造と主体構造上に設けられる屋根を有する組み立て式のハウスと、屋根上に取り外
し可能に設けられる太陽光電池と太陽熱温水器を含み、組み立て式のハウスの何れか１つ
の側面は、別のモジュール化された太陽エネルギーハウスの何れか１つの側面に結合する
ことができるように設けたものとする。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案によれば以下の効果が得られる。
一、本考案は組み立て式ハウスによって太陽光電池と太陽熱温水器の下方の空間を効果的
に利用できるため、従来の太陽光電池で存在した、設置後に下方の空間が利用できなかっ
たという欠点が改善される。
二、太陽エネルギーハウスはモジュール化された構造を有し、独立して設けられてもよく
、建物の頂点や敷地内に複数個を組み合わせて設けてもよいので、異なる要求に対応する
ことができる。
三、本考案の太陽光電池と太陽熱温水器は屋根上に取り外し可能に設けられる。この取り
外し可能な設計により、施工者や家主は異なる季節や地域の要求に応じて、異なる数の太
陽光電池や太陽熱温水器を設けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスの斜視図である。
【図２】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスの平面図である。
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【図３】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスを温室として設置した様子を
示す概略図である。
【図４】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスの別の配置を示す平面図であ
る。
【図５】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスの別の配置を示す側面図であ
る。
【図６】本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウスの組み合わせを示す概略図で
ある。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本考案を実施するための形態について、詳細に説明する。なお、本考案は、以下
に説明する実施形態に限定されるものではない。本考案の実施形態に係るモジュール化さ
れた太陽エネルギーハウス１００は、図１に示すように、組み立て式ハウス１０と、太陽
光電池２０と、太陽熱温水器３０と、貯湯槽３２を含む。
【００１２】
　組み立て式ハウス１０は、主体構造と、この主体構造上に設けられる屋根１６から構成
される。太陽光電池２０と太陽熱温水器３０は、少なくとも一つが、屋根１６上の対称的
な位置に取り外し可能に設けられる。貯湯槽３２は組み立て式ハウス１０内に設けられ、
太陽熱温水器３０を流れた湯を保存するために用いられる。
【００１３】
　本実施形態では、組み立て式ハウス１０は温室として使用することができ、複数面透光
構造を採用しているが、組み立て式ハウス１０は温室としての用途に限定されるわけでは
なく、例えば、住宅、車庫、あるいは倉庫などといった、別の用途に用いられてもよい。
本考案によれば、組み立て式ハウス１０によって太陽光電池２０と太陽熱温水器３０の下
方の空間を効果的に利用することができるため、設置後に下方の空間が利用できなかった
という、従来の欠点が改善される。
【００１４】
　組み立て式ハウス１０は具体的には、汎用の組み立て式ハウスの構造を用いている。そ
のため、目的地への移動や組み立てに便利であり、また、互いに連結して組み立てること
が便利であるという特徴を有する。例えば図１に示すように、１つの実施形態に係る主体
構造は立設して互いに連接される複数の壁１２,１４を含む。壁１２、１４は複数の組み
立て式のフレーム１２１,１２２,１２４、及びこれら組み立て式のフレーム１２１,１２
２,１２４上に設けられる複数の接地壁１２３,１２５からなる。本実施形態は立設する組
み立て式のフレーム１２１と、横向きの組み立て式のフレーム１２２と、傾斜される組み
立て式のフレーム１２４を含む。温室としての効果を発揮させるため、接地壁１２３,１
２５は透光性を有することが好ましく、この中の一つの接地壁１２５は可動式のドアであ
り、出入りの用途のために用いられる。しかしながら、組み立て式ハウス１０が他の用途
として用いられる場合、主体構造は必ずしも接地壁を必要とするわけではなく、組み立て
式フレームがあればよい。
【００１５】
　屋根１６は二つの繋がった屋根の斜面１６ａ、１６ｂを有し、特定の傾斜角度を有する
。場所により、最適な太陽光を受ける角度は異なるので、屋根１６の傾斜角度は、適宜設
計変更可能であり、また組み立てるときに調整を行うことができる。設置方法に関し、ま
ず屋根１６にはカバーの板や、透明、あるいは不透明の板を設ける。次に、太陽光電池２
０と太陽熱温水器３０を設ける。別の実施形態では、屋根の斜面１６ａ、１６ｂは例えば
、縦向きのフレーム１６１や横向きのフレーム１６３のように、複数の矩形状に並べられ
たフレームを有する。太陽光電池２０と太陽熱温水器３０はこれら矩形状に並べられたフ
レーム上に取り外し可能に設けられる。言い換えると、太陽光電池２０と太陽熱温水器３
０によって直接屋根１６の板は覆われる。温室としての用途に適させるために、屋根１６
は複数個の透光板４０を含み、太陽光が組み立て式のハウス１０内に照射されるように設
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ける。
【００１６】
　図２は本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウス１００の平面図である。この
実施形態では、右側の屋根の斜面１６ａには複数の透光板４０が設けられ、左側の屋根の
斜面１６ｂには太陽光電池２０が並べて設けられ、さらに、三枚の太陽光電池２０と二枚
の太陽熱温水器３０が並べて設けられる。ここでは、太陽光電池２０と太陽熱温水器３０
を左右対称に屋根１６上に設けることが、屋根１６を平衡な構造にして傾斜を防ぐために
好ましい。
【００１７】
　本考案は異なる太陽光電池２０を設置可能である。例えば、単結晶シリコン型太陽光電
池や薄膜太陽光電池である。薄膜太陽光電池としてはアモルファスシリコン太陽光電池、
マイクロシリコン太陽光電池、ナノ太陽光電池などが挙げられる。前述のような公知の単
結晶シリコン型太陽光電池、薄膜太陽光電池及び、太陽熱温水器３０は、モジュール化設
計がなされており、自分で最適な組み合わせにすることができる。
【００１８】
　本考案の特徴の一つは、太陽光電池２０と太陽熱温水器３０を屋根１６上に取り外し可
能に設けることである。この取り外し可能な設計により、施工者や家主は異なる季節、地
域の要求に応じて、異なる数の太陽光電池２０や太陽熱温水器３０を設けることができる
。さらに具体的にいえば、使用者の必要とする電力量、透光量、温水両に基づき、従来の
単結晶シリコン型太陽光電池、薄膜太陽光電池等の太陽光電池２０や、太陽熱温水器３０
の数の比率を調整し、最適な組み合わせを実現することが可能である。また、取り外し可
能な設置方法として、様々な方法が挙げられる。例えば、フレームとねじを用いて、太陽
光電池２０や太陽熱温水器３０のフレームに固定させる方法、あるいは、直接ねじにより
、太陽光電池２０や太陽熱温水器３０のフレームに固定させる方法が挙げられる。また、
太陽光電池２０や太陽熱温水器３０の縁を屋根１６のフレーム１６１，１６３に嵌め込ん
でもよい。
【００１９】
　図３は本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウス１００を温室として設けた様
子を示す概略図である。組み立て式のハウス１０は温室として用いられる場合、複数個の
盆栽５０などを配置することができる。ここでは、貯湯槽３２は屋根１６の下方に設けら
れる。図からわかるように、本考案は両側の壁の異なる高さを利用し、屋根の斜面１６ａ
、１６ｂの傾斜角度は調整させられる。
【００２０】
　図４と図５は本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウス１００の別の配置を示
す上面図と側面図である。図４と図２の相違点は、配置された太陽光電池２０，２２が異
なるところにある。図４にかかる本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウス１０
０は、日照・採光の観点から、左側の屋根の斜面１６ｂに薄膜式太陽光電池のようなほぼ
透光な太陽光電池２２を設けている。なお、必要に応じて、図５に示されているように、
本考案のモジュール化された太陽エネルギーハウス１００の屋根１６上に避雷装置６０を
設けてもよい。
【００２１】
　図６は本考案の別の特徴を示しており、モジュール化された太陽エネルギーハウス１０
０は、その組み立て式のハウス１０の何れか１つの側面を、別のモジュール化された太陽
エネルギーハウス１００の組み立て式のハウス１０の何れか１つの側面に結合することで
、更に組み合せてモジュール化することができる。つまり、これら太陽エネルギーハウス
１００は前後左右で組み合わせることにより、異なる大きさと形状にし、異なる要求、異
なる屋根や敷地の土地面積などに対応することができる。これら太陽エネルギーハウス１
００は組み合わされた後、当該結合面の接地壁や組み立て式のフレームを取り除くことに
よって、それぞれのハウス１０の内部をつなげて、快適な広々とした空間にすることがで
きる。
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【００２２】
　上述の実施形態は、本考案の技術思想及び特徴を説明するためのものに過ぎない。つま
り、上述の実施形態は、当該技術分野を熟知する者に本考案の内容を理解させると共にこ
れをもって実施させることを目的とし、本考案の権利範囲を限定するものではない。従っ
て、本考案の精神を逸脱せずに行う各種の同様の効果をもつ改良又は変更は、本考案の権
利範囲に当然含まれる。
【符号の説明】
【００２３】
１００　モジュール化された太陽エネルギーハウス
１０　組み立て式のハウス
１２、１４　壁
１２１、１２２、１２４　組み立て式のフレーム
１２３、１２５　接地壁
１６　屋根
１６１、１６３　フレーム
１６ａ、１６ｂ　屋根の斜面
２０、２２　太陽光電池
３０　太陽熱温水器
３２　貯湯槽
４０　透光板
５０　盆栽
６０　避雷装置
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【図３】
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【図６】
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